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幸展書計2 A」APEでの日本語指導

矢沢 悦子 (日 本ペルー共生協会 )

ekyazawa@niftycom

報告者は、主に留学生を対象に、25年、日本語教育に関わつてきた。大学院で AttPE
の副会長である高橋さんと出会い、その縁で、2009年 からAywEで 日本語を担当してい

る。AJAPEが委託を受けた「架け橋教室Jで、どのように日本語指導の体制づくりをして

きたか、しているかを報告する。

1 日本語を教える

日本語を教えるには、学習者が誰であっても、また、個人教授かクラスレッスンかを

問わず、コース全体の設計が必要である。つま り、授業を始める前に学習者のしたいこ

とやできることなどについて調査・分析 し、計画 (シラバス、カ リキュラムのデザイン、

教える内容や教え方の検討、教材や教具の準備、スケジュール作成など)を立て、その

上で教え、評価を行 うとい うコースデザインである。

しか し、対象の違いにより留意 しておかなければいけないこともある。例えば、国で

ずっと祖母に育てられ、日本にいる母親に呼び寄せられたばかりの小学 1年生と、大学進

学のために初来日した留学生とで、以下の 4点について違いを考えてみよう。

a。 日本語学習の目標 b.母語での日常会話能力

c.母語での学習言語能力  d.学習方法や学習環境

留学生はどれも「ある」のに対 し、小学 1年生の場合、「母語での日常会話能力」を

除き (こ れも留学生ほどには「ない」が)、
「不十分」あるいは「ない」と言つていいだ

ろう。対象によるこのような違いを念頭に、日本語を教えたほうがいい。

A 愛ゝ Eの 「架け橋教室」で日本語を教えるスタッフは十数名いる。 日本語教師養成

講座修了生や 日本語教育の経験者も少なくないが、子どもたちへの日本語教育は初めて

という者がほとんどである。子どもに教えるのは「初めて」であっても、専門性のある

体制を作れば教えやすいのではと考えた。それは同時に「架け橋教室」にやつて来る子

どもたちが学びやすいとい うことにつながる。

2.AJAPEで の「架け橋教室」

図 1は、AJAPEと 子 ども、保護者、学校、教育委員

会、文科省 。国際移住機関 10M、 他の人や他の機関と

の関わ りを示 したものである。AJAPEが毎月 1回、英

語のできるスペイン語母語話者の有資格カ ウンセラ

ーによるカウンセ リングなどが 「他の機関」である。

図 1の実践の矢印全て、高橋 さんがつないでいる。
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藤 田美佳が 2003年に論文
1で

、「異なるものとのあいだを仲裁 。和解・媒介 し、パイプ

役・橋渡 し役 として活躍する人」を「メディエータ」としている。高橋 さんがまさに「メ

ディエータ」であ り、高橋 さんあつての AJAPE、 「架け橋教室」である。

A」APEにやつてくるのは、日本語が分からない子 ども、日本語は話せるけど教科学習

についていけない子 ども、日本語が うまく使いこなせず不登校にな りそ うな、あるいは

なっている子どもなど様々である。

文部科学省・国際移住機関の 「定住外国人の子どもの就学

支援事業」つまり「架け橋教室」事業は、その目的として「日

本語等の習得」、「学習習慣の確保」、「公立学校への円滑な転

入」を掲げている。

AJAPEの 「架け橋教室」にやつてくる子どもたちの状況を

知 り、国の事業の目的を確認 した上で、AJAPEで の日本語指

導が考えられていることを報告する。

3 日本語を学ぶ・日本語を教える

1)教材の選定

子どもが学びやすい、読み書きにつながる、日本の行事や学校の習慣 。様子が分

かる、指導スタッフが教えやすいとい うことを考慮に入れ、『 こどものにほんご』

(ス リーエーネットワーク)、『絵でわかるかんたんかんじ』 (ス リーエーネットワ

ーク)を主教材 として選んだ。『 こどものにはんご』は、日本の公立小学校に転入

した 5年生のブラジル人の男の子が学校の行事を通して、日本の生活に慣れていく

とい う設定をとつている。中学生には『みんなの日本語』 (ス リーエーネットワー

ク)や他のテキス トを使 うことが多い。

2)教える内容

主教材で教えていると次のような問題が出てきた。
。小学校低学年には不要なものもある。

・課によって学習項目の多い少ないがある。

・指導スタッフによつて取 り扱 う学習項目に過不足が出てくる。

また、ひらがな 。カタカナ・漢字をいつからどのように教えるかのスタッフ間の調

整が必要なことも分かった。そこで、項 目数を調整 し、表記学習やサバイバル 日本

語、Can do statementsを 入れた「学習項ロリス ト」を作成 した。

学習項ロリス トは、あくまで 参考資料で、子どもによつて、加減が必要である。

スタッフ間で相談しながら、実際の授業では変更していることが少なくない。『①』

が終わつたら『②』に進まず、国語学習に入ることもある。漢字学習は、学校の漢

宇学習の情報を入れながら、学年によって、個人によつて、変えている。
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1学校への転入 1       :AJAPE入室
:

1単喜豪二讐::     |じ点炉雪ら,

1藤田美佳 (2003)「 ネット

の取 り組みをもとにして」

ワーキングにおけるメディエー タの機能―「のしろ日本語学習会J

『異文化間教育』18、 異文化間教育学会
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かな |

(自 分の)名前が

選べる、読める

学習 I菫 昌 リス トと学習期間

『こどものにほんご0』 Nol～ No 42

ひらがな ～No 12

カタカナ ～No 16     5回 /週で

漢宇 小学1年 80字      2ヶ 月余

Fこ どものにはんご2』 No 43～ No 97

漢宇 小学2年 160字

小学31「 70字 (200宇α)内 )

5回/週で
3ヶ 月弱

3)教え方

教え方で注意が必要なのは、日本語学習に終わらない、教科学習につなげるとい

うことである。日本語を教えながら国語の学習を取 り入れる、算数や数学の学習に

日本語を取 り入れるようにしている。ひらがなが読めるようになったら国語教科書

の音読を行い、子どもによつては ドリル教材を入れることもある。

4)教材・教具作 り

読む、書くなどの技能を、統合的に、かつ学齢に応 じて指導 していくには、教材

作 りが欠かせない。子どものレベルや 学年にあうように、学習の動機づけや習慣

づけになるように、プリントを作っている。また、絵や写真を使つたカー ド、漢字

カー ドなどを作っている。

遊び道具も教具となる。けん玉、だるま落とし、縄跳び、折 り紙などで、子ども

たちは、遊びながら、順番やルールを守る、後片付けをする、習つた言葉を使 うと

いった学びの機会を得ている。

5)授業担当表の作成

授業担当表は、子どもの日本語 レベルだけでなく、子どものやって来る時間と帰

る時間、送迎スタッフが車で迎えに行き、送っていく時間、指導スタッフがAJAPE

に来られる曜 日と時間帯、教室のスペースを考えて作っている。

新規にやつてくる子どもが続 く場合は、毎週のように担当表を変更することもあ

る。

6)事前調査・評価の導入

。入室時のレベルチェック

面談時、子ども自身に日本語で質問したり、レベルチェック・テス トをしたり

しておおまかな把握をする。その他、子どもの学齢、AJAPEでの学習可能な時

間などで、指導の方向を決めていく。
。学校への編入時の 「チェックリス ト」

AJAPEでの支援を終え、学校へ転入するとき、あるいは支援は続くが、A」APE

での時間を減 らし、学校での時間を増やすとき、日本語、算数・数学の習得状
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況、学習状況をチェックする。「チェックリス ト」は、豊橋市教育委員会のも

のをもとに AJAPEでの様子が伝えられるよう変更 したものであ り、生活習慣や

学習態度も書いている。このチェックリス トは学校への学習報告書 として使用

する。

・外国人児童生徒のための JSL対話型アセスメント (DLA)

小学校、中学校における、日本語指導が必要な児童生徒を対象にした日本語指

導の新たな制度が、2014年 4月 に施行された。「特別の日本語教育課程」、「特

別の教育課程」による日本語指導である。この課程で、児童生徒の日本語能力

をはかる方法として、文科省が東京外国語大学に委託 し、開発 したのが、DLA

である。カー ドや本など評価キットを使って、話す、読む、書く、聴く能力を

子どもと向き合い、対話を通 して、評価する。

AJAPEで  DLA<話す >と <読む>を 2人の子ども (小 1、 小 2)に行つてみ

た。試行 してみて以下のことが分かつた。

・DLAを行 うには 「理論編」を十分に理解 し、何回も行い、実施方法に慣れ

る必要がある。
。子どもたちに、日常語彙が少ない、内容が豊かでまとまりのある話や説明、

理由などが言えない。

7)教師間の情報交換

教師間の情報交換は、引き継ぎノー ト (子 ども一人に一冊用意 し、担当した

指導スタッフが学習内容や子どもの様子を毎回書き込む)や、月 1回の定例会

議で行つている。会議では、指導スタッフが子どもの状況や様子を伝えあうだ

けでなく、教え方や接し方の悩みを相談する、経験を述べる、ア ドバイスをす

る場ともなっている。

学校、教育委員会、10Mや他機関などからの情報、A」APEの事業予定が伝え

られる。また、指導スタッフがその月に参加 した研修会、学会等があれば、そ

の報告も行われる。

以上が A」APEでの日本語指導についての報告である。

<定例会議 >

12



A」APE第 8回教育フォーラム

ー 「虹の架け橋教室」過去 。現在・未来一
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I■1 教室コーディネーターとして

高野 菜穂子 (日 本ペルー共生協会)

nahocotakano@gmail.com

報告者は首都大学東京大学院で教育学を専攻 した。AνWEをフィール ドワークの対

象として調査を行つた。大学院修了後、NAPEに 入 り、今年で 5年 目になる。「架け

橋教室」の教室コーディネーターとして、子どもたちの学習環境を整えるために、これ

まで行つてきたことを報告する。

教室コーディネーターは、「架け橋教室」に入つてきた子ども一人ひとりの様子を見

ながら、保護者、小・中学校、大和市教育委員会指導室と連携をとる。具体的には、次

の 4つのことを行つている。

1.学習報告書の調整、提出

2.学年だよりの掲示

3.子 どもの様子を学校と共有

4.保護者へのはたらきかけ

1.学習報告書の調整、提出

A RゝEで は、子どもと学校をつなぐために、日本語学習や学習意欲などの状況を記

した 「学習報告書」 (資料①)と 「チェックリス ト」 (資料②)を、子ども一人ひとりに

ついて作成 し、学校へ提出している。作成、提出は、AttPEで の支援をやめて学校に

戻したり、AttPEで の支援時間数を減 らしたりしたほうがいいのでは、と学校あるい

は AリピEが考えたときである。支援開始後、2、 3ヶ 月、あるいは 6ヶ 月後が多い。
「学習報告書」には、子どもの背景や学習期間、日本語の学習内容 と学習に使用した

教材名を記入する。「チェックリス ト」は豊橋教育委員会が作成 したもの1を 、AJAPE
の実情にあうよう一部変更したものを使用している。AJAPEでは、指導スタッフと 1

対 1で、あるいは子ども2,3名 をスタッフ 1名 で指導し、スタッフは複数のことが多

い。「チェックリス ト」の記入は、担当するスタッフ 1名 が記入 し、他の担当者が目を

通す。「学習報告書」「チェックリス ト」ともに報告者が最終調整 し、矢沢さん、高橋さ

んが目を通 したのち、送迎スタッフが子どもの学校に届ける。

2014年 7月 、大和市小中学校の教師 (外国人児童生徒担当者、担当経験者)を対象

にアンケー トを行つた。 (当 報告書 34～ 42ページに掲載。)そのアンケー トの中に「学

習報告書」についての項目があり、以下はその結果である。

① 「学習報告書」を見たことがありますか。役に立ちましたか。

1豊橋市教育委員会 「外国人児童生徒教育資料 指導参考資料集 チェックリストJ

http:〃 www.gaikoku.toyohashi.ed.jp/shidOu/shidou.htln

13



AJAPE第 8回教育フォーラム

ー 「虹の架け橋教室」過去 。現在・未来―

アンケート結果

「学習報告書」を見たことがありますか ?

=…
颯 鮨 .Ⅲ

轟                      彙

小学校14件 中学校7件

② どのように役に立ちましたか。

小学校

・個別面談時に使用
。日常の学習と生活の支援 (4名 )

。昨年度のひきつぎ
。現在学習した事や児童の実態が分かり、支援に役立てられた。
。子どもの実態 (日 本語能力)力 わ`かり、次なる指導にとても役立った。

・以前ある児童が AJAPEで お世話になった後、本校に転入 してきた。その際、学

習進度などが詳 しく書かれていたので役立った。

・学校での学習指導をどこから行 うべきかの指標に使ったり、保護者の方との面談

の資料に使った。

・児童、保護者の地域社会との交流促進が難 しい中、計画実践されていることがわ

かった。

・各児童の既習内容を知ることで今後の学習や関わり方の方向性が見えてくる。

・各担任が目を通し、教科指導や学習支援に役立てた。

中学校
。生徒の能力や学習理解度がわかった。

・出席状況、学習理解度。

・ 日本語の習熟レベル (様子)が良くわかった。

アハペとの連携がスムーズにできた。
。日本語が不十分な生徒の日本語、漢字のサポー トをして頂いた際、学校側がどの

ようなサポー トを引き続きできるかや、本人の日本語の力がどのくらいかを知る

ことができ、学校での指導の方向性を決めるのに役立った。

・生徒が日本語や教科の勉強をどの程度わかつているのかを把握することができ、

学校側からの支援体制を整えやすかった。
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2.学年だよりの掲示

学年だよりの提出を各学校へ依頼 し、届いたらAIAPEの教室内に掲示 している。

依頼は、学校に電話連絡する機会をとらえて、あるいは学校からAyTEで の支援依

頼の申し込みがあつた時に伝え、子どもや送迎スタッフ経由で届く。こちらからお願い

して、毎月月初めに送ってくれるところと、お願いしても来ないところがある。毎月大

体半数の学校からは届く。

A」APEの教室内に学年だよりがあることで、指導スタッフは学校行事や学習内容が

わかり、指導に役立てることができる。また、送迎スタッフは学校行事や下校時間がわ

かり、急な欠席や時間変更にあわてることが少なくなつた。

毎月心ずLi
く11うとこう

お
'Eい

に′ても
キないとこう

1嘩 だ山 罐 出を依熊
1諭 統 鰐

『一

一―
一■

FI
.■

|

3 子どもの様子を学校と共有

子ども一人ひとりの学習上の課題や様子などを、学校の担当の先生とAJ/WEの指導

スタッフと共有するつなぎ役をしている。学校からの情報をスタッフに伝え、子どもの

指導や子どもへの接 し方などを役立てている。

学校の先生と報告者 とで問題を共有 し、良い方向につなげた例を以下 2件報告する。

ある学校から「Aさ んは計算問題はできるけど文章問題が難しいようだが」と連絡を

受け、劇 JPEで文章題をやってみた。そして「問題文をこれまでにAさ んが習った言

葉と表現にしたら解けた」と報告したことがある。また、「B君は掃除に参加 しない」

との報告を受けたときは、B君 と母語で話 し合い、「B君は母国で掃除のシステムがな

くどうしていいか分からないそ うだ」と伝えたこともある。

学校の担当の先生が 「連絡ノー ト」を作 り、子どもが毎回持参することがある。「連

絡ノー ト」には、学校の先生から「～指導で手をかけられなかった。_4J_4PEでお願い

したい」「音読をさせてほしい」「保護者に～を伝えてほしい」などの伝言があることも

あり、AttPEで は担当の指導スタッフが対応 し、「連絡ノー ト」に記述する。

学校 と共有したことは、報告者が AνPEの指導スタッフあるいは送迎スタッフと共

有 している。方法としては、スタッフに直接口頭で伝えたり、子どもの引き継ぎノー ト

(A」APEで各自用に作成)に記入 しておいたり、毎月 1回の定例会議で伝えたりして

いる。

<AJAPE教室内に掲示された学年たより>
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4.保護者へのはたらきかけ

子どもの教室での行動を見て、家庭での様子や保護者の考え方を聞き、できれば教室

での様子を共有した方がよいと思 う場合がある。例えば、授業中急に立ち上がって歩く、

突然大きな声を出す、床に寝転ぶなどである。このような場合は、先ず担当スタッフ間

でどのように対応 したらいいか話 し合い、それでも状況が変わらない場合、保護者にそ

の状況を説明し、」 劇PEに来てもらつている。「授業見学」の場合、「話 し合い」の場

合とある。以下、具体例を報告する。

「授業見学」

子ども :小 3で呼び寄せのAく ん

状況 :落ち着きがなく 10分座つていられない。

対応 :見学に来たのは母親。家庭でもじっとしていないことが多いとのこと。先ず、

学校の授業は 45分であることを母親に伝え、そのことを母親からAく んに直接

母語で話 してもらつた。また、「家で、食事 しているときは座つていられるよう

にしよう」と提案 した。

呼び寄せの場合、母国で祖父母が育てているケースが多く、しつけに困つているとい

う保護者は少なくない。

「話 し合い」

子ども :小 4で呼び寄せの Bさ ん

状況 :「勉強したくない、アハペに来たくない」と送迎スタッフが迎えにいつて連

れてくるのが一苦労することが増えた。

対応 :Bさ んを呼び寄せた継母に相談した。家庭でも手に余ることが少なくないこ

と、継母は AνPEに通わせたいと考えていることが分かつた。実父、継母に教

室に来てもらい、Bさ んに今何が必要か、今後どうしたらいいのかを、Bさ んも

含め話 し合つてもらつた。

「授業見学と話し合い」

子ども :小 3で呼び寄せの Cく ん

状況 :授業中に突然大声を出す、教室の仲間をたたく、噛む、興奮するとセルフ

コン トロールが難 しい、休み時間に床を這い続ける。

対応 :母親に授業を見てもらった。母親いわく家でも同じ。でも離れて暮らして

いたので今親子関係を築いているところで、厳 しく言 うのはなかなか難 しいと

い うことであつた。その後もあまり変化が見られなかったので、ArAPEで行

つているカウンセ リングを受けられるよう調整 した。カウンセ リングは、母親

が自分の子育てを見つめ直す機会になったそ うだ。

母国、日本、家庭、学校、教室など様々な空間を移動する子どもたちは言語面、心理

面、いろいろな問題を抱えるケースが少なくない。そのような子どもたちの成長を、子

どもと関わつている人々、機関などと連携をとりながら、見守っていくことは、必要な

ことであり重要なことである。

以上、教室コーディネーターとしての報告である。
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ー 「虹の架け橋教室J過去 。現在・未来一

<参考資料①>

大和市立
 ‐

月ヽ学校殿

学習報告書

2014年 7月 11日

特定非営利活動法人 日本ペルー共生協会(A〃PE)

学 習 報 告 書

下記の児童・生徒に対 し 特定非営利活動法人日本ペルー共生協会にJrrE)で行つた

学習支援の内容をご報告いたします。

日本語は以下のテキス トを使用 して指導 しま した。

・『 こどものにはんご 1』 (ス リーエーネットワク、2002)― 全 13課終了。

・『 こどものにほんご 2』 (同 上、2002)― 全 17課の うち 2課終了。

以下の学習内容 を指導 しま した。

・自己紹介できる
・知らないt)の 、分からないものについて質問できる、答えられる
・場所が尋ねられる、案内できる
。人や物の様子・状態が言える、好き嫌いが言える
・何月何日何曜日が言える、自分の行動が表せる
・時間について質問できる、答えられる
。何時に何をするか言える
・誰が、いつ、誰と、どこで、何をするか/し ないかが言える、質問できる
・行動の呼びかけが理解できる、 2つ のことを同時にする表現を使つて話せる
・友だ らと好きか嫌いか、上手か下手かの話ができる
・人、動物、物の所在が言える
。いくつあるか、何回行 うか言える、欲 しいものが言える
・過去の出来事を話すことができる、過去の出来事について質問できるし、答えられる
・自分の したいことや したくないことが言える、自分のする 。しないことの理由が言える、比較表現を

使って話せる
・物のや りとりについての事実を伝えることができる、簡単な依頼ができる
。今何をしているのか言える、人がどんな物を身につけているかが言える

・『絵でわかるかんたんかんじ 80』 (同 上、2001)

小学 1年学習漢宇 80字のうち 30字指導

一 二 三 四 五 六 七 八 九 十

日 耳 口 手 足 上 下 中 山 川

水 火 虫 石 右 左 木 林 森 田

・『毎 日ドリル小学 1年のことば』 (学研社 )

・小学国語教科書 (1年 ):音読の練習を行いました。

チェックリス ト (豊橋市教育委員会で作成、一部 A」/WEで変更)を添付いたしました。

ご参照ください。

氏名

国籍 中国

家庭内使用言語 中国語

支援期間 2014年 4月 14日 ～現 在

ウ
‘



A」APE第 8国教育フォーラム

ー 「虹の架け橋教室Ji遇 去 。現在・ 未来―

く参考資料②> チエックリス ト

チェツクリスト(日 本語・生活習慣など:4ヽ学校低学年用)

児童名 :

記入日 : ユθ/夕 年 7月 //日 に会 )

1_日 本語指導

く闘 く>

PヽO法人日本ベル‐共生協会

く話す>

く読む>
(発音)

く表記>

1 「立ってください」「書いてください」等の簡単な指示が理解できる。 1 ∈ip できなし

2 短文 2～ 3文で構成された簡単な指示内容を、ゆつくりとした速さなら闘き取ることができる。 〇
`き

なし

3 短文2～ 3文で構成された簡単な指示内容を、普通の速さで聞き取ることができる。 で妻 できな0

4 簡単な内容であれば、平易な言葉で言い換えた説明を聞き取ることができる。 色抄 できなし

1 1おはようございますJ「 さようなら」などのあいさつができ私 F 金〕: できなし

2 学習 した単語を使って、自分の意志を表現できる。 り でき・
~■

t

3 簡単な内容であれば、単文を使 って、自分の意志を表現できる。 ンタれベル 1,ち ス)と が 多t→ヾ 0 できなし

4 助詞を適切に使つて、日頭で表現できる。
r/ l tず できる できなし

5 正 しい動詞の活用で、日頭で表現できる。
ふ olで きない

複文 (～から、
日頭で表異でき

～とき、名詞修飾等)を使って,自 分の意志や相手に伝えるべき内

る。

τ 61 できる できない

できなしヽひらがなを 1文字ずつ音読することができる。

21特殊音 (援音・促音 ‐拗音・濁音・長音等)を含んだひらがな単語を音読することができる。

「

ほ

31カ タカナを 1文字ずつ音読することができる。

41書音・促音・拗音を含んだカタカナの単語を音読することができる。

51単語のまとまりを意識 して、文を音読す ることができる。

611年生レベルの漢字を音読することができる。 (80字のうち、 ぅθ 字程度)

712年生 t/ベルの漠字を音読することができる。 (160字のうち、   字程度 )

できない

できる |できない

1 単文を読んで理解できる 1 〇 できなレ

２

一

３

一
４

一

５

複文を読んで理解できる ③ できな,

百 面 轟 薦 再 毒 轟 面 は
|を

読
膏 司 0 できなし

書かれている事柄の順序を読んで理解できる (′1ヽ 1,■ 野 ■ 獨 調 晴 勤 fき , できなレ

瑾丁万ぞ:理健轟万募謁顧軍轟瓢要蓮扇裏裏T百丁丁理嘉裏畷慕罫「嗜菫1高態不顧 〔さ́ぅリできなレ

1 ひらがなを 1文字ずつ表記できる l fき な できた 0

2 特殊音 (接音・促音・拗音・濁音・量青等)を含んだひ らがなの単語 1表
記できるこ時 噺 がえうい

2 できる) できな

3

4

5

カタカナの単語を表記できる 強■1啜グレてい″` こ`_たれて 3 できる できな t

小学校 1年生の漢字を表記できる (80字のうち、9ο 字程度)″弁禁ノ詢 の できな|

小学校 2年生の漢字を表記できる。 (160字のうち、 字程度)■

=2墓

できる できビヽ
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